
震災後の被災地では、居住環境や世帯構成の変化によって被災地住民の食生活・栄養バランス

がくずれてしまうことが指摘されていますが、被災地住民の食と栄養への長期的な支援とその効

果に関する研究は、ほどんど報告がありませんでした。そこで、本研究では、味の素財団（TAF）

が 2011 年から東北 3 県で実施している料理教室ボランティアの参加者を対象としたアンケート

調査を行い、260 人（有効回答数 257 人）のデータから、震災後、独食がちな参加者の料理教室

の参加動機と参加後の効果について分析しました。 

個人の属性の影響(※)を考慮した上で分析した結果、統計的に有意であったポジティブな実感

は、①「健康改善のため（動機）」と「知り合い仲間ができた（効果）」（誰かと食べている回答者

に比べ実感は約 3 倍）、②「作れるメニューが増えるから」と「外出機会が増えた」（誰かと食べ

ている回答者に比べ実感は約５倍）であることがわかりました。 

 今回の研究から、料理教室を介した長期的支援は、食・栄養関連を動機とした参加であっても、

社会的つながりや外出機会の増加といった、孤食がちな参加者の、今後の社会的孤立の予防に役立

つような効果が期待できる可能性が高いことがわかりました。 

  

 

 

 

独食がちな参加者の料理教室参加の動機と実感した効果について調査 

普段、「誰かと食べている」人に比べて、孤食がちな参加者の間で 

ポジティブな実感（統計学的に正の関連）がみられたのは、 

＊動機：健康改善 👉 効果：新しい知り合い・仲間ができた：約 3 倍 

＊動機：作れるメニューを増やしたい 👉 効果：外出機会が増えた：約 5 倍 

―「TAF 料理教室参加者へのアンケート」2020 年調査結果より― 

※調整変数：孤食の有無、年齢、性別、有職、同居人数、経済状況、居住年数、沿岸居住地、 

被災の規模、被災の種類、自炊の有無、主観的健康観、ストレス（K6≥13）、過去の参加回数 
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